
プロジェクト名 撮影年 サイズ 提供 撮影者

P1 2021年 329×483 アルキテクト 北田英治

P2 2021年 329×483 アルキテクト 北田英治

P3 1918年 329×483 アルキテクト 吉阪家

P4 1921～22年 483×329 アルキテクト 吉阪家

P5 1927年 483×329 アルキテクト 吉阪家

P6 1941年 483×329 アルキテクト 吉阪家

P7 1942年 329×483 アルキテクト 吉阪家

P8 1954年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P9 1954年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P10 1954年 329×483 アルキテクト 吉阪隆正

P11 1997年 329×483 北田英治 北田英治

P12 2014年 329×483 北田英治 北田英治

P13 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P14 1957年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P15 1960年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P16 1959年 133×200 アルキテクト Ｕ研究室

P17 1960年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P18 1970年 329×483 北田英治 北田英治

P19 1975年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P20 — 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P21 1980年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P22 1980年 329×483 アルキテクト 生田昭夫

P23 1980年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P24 1950年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P25 1951年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P26 1951年～52年頃 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P27 1951年～52年頃 483×329 北田英治 吉阪隆正

P28 1951年～52年頃 483×329 北田英治 吉阪隆正

P29 1951年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P30 1951年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P31 1952年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P32 — 329×483 アルキテクト 浦太郎

P33 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P34 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P35 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P36 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P37 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P38 1999年 515×728 北田英治 北田英治

P39 2005年 515×728 北田英治 北田英治

P40 2005年 515×728 北田英治 北田英治

P41 2005年 515×728 北田英治 北田英治

P42 2001年 515×728 北田英治 北田英治

P43 2001年 515×728 北田英治 北田英治

P44 2001年 728×515 北田英治 北田英治

P45 1955年 329×483 アルキテクト 吉阪隆正

P46 1955年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P47 1955年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P48 1955年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P49 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P50 2017年 329×483 北田英治 北田英治

P51 1955年 329×483 アルキテクト 吉阪隆正

P52 1950年代 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P53 1953年頃 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P54 1954年頃 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P55 1955年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P56 1955年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P57 1960年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P58 1960年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P59 1982年 329×483 北田英治 北田英治

P60 1982年 483×329 北田英治 北田英治

P61 — 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P62 — 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P63 — 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P64 — 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P65 — 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P66 1977年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P67 1963年 727×1030 アルキテクト Ｕ研究室

P68 1963年 727×1030 アルキテクト Ｕ研究室

P69 1963年 727×1030 アルキテクト Ｕ研究室

P70 1978年 1900×1200 アルキテクト Ｕ研究室

P71 1994年 483×329 北田英治 北田英治

P72 1994年 483×329 北田英治 北田英治

P73 1955年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P74 1955年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P75 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P76 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P77 1994年 329×483 北田英治 北田英治

P78 1994年 483×329 北田英治 北田英治

P79 1994年 483×329 北田英治 北田英治

P80 1994年 329×483 北田英治 北田英治

P81 1995年 483×329 北田英治 北田英治

P82 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P83 1995年 483×329 北田英治 北田英治

P84 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P85 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P86 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P87 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P88 1998年 778×1055 北田英治 北田英治

P89 1998年 329×483 北田英治 北田英治

P90 2017年 515×728 北田英治 北田英治

P91 2017年 483×329 北田英治 北田英治

P92 1998年 483×329 北田英治 北田英治

P93 1957年 483×329 アルキテクト 丸山家

P94 1957年 483×329 アルキテクト 丸山家

P95 — 329×483 アルキテクト 丸山家

P96 1957年 329×483 アルキテクト 丸山家

P97 1957年 329×483 アルキテクト 丸山家

P98 2011年 329×483 北田英治 北田英治

P99 2011年 329×483 北田英治 北田英治

P100 2011年 329×483 北田英治 北田英治

P101 1966年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

ル・コルビュジエ アトリエ時代

《国立西洋美術館

吉阪隆正展　ひげから地球へ、パノラみる

YOSIZAKA TAKAMASA Panorama World: from life-size to the earth
2022年3月19日(土)~6月19日(日)  東京都現代美術館 企画展示室１階 

展示写真リスト

１歳の時、両親と一緒に

《吉阪自邸》

《浦邸》

《ヴィラ・クゥクゥ》

《丸山邸》

《樋口邸》

庭からみた自邸

自邸の吉阪

北米大陸横断、マッキンレー登頂

コンゴ・レオポルドビル文化センター設計競技、模型

マッキンレー、カヒルトナ氷河

大阪万国博覧会、屋根を突きぬける「太陽の塔」

チャンディガール研修団団長

竹のスキーとストックで悠々と滑る

タイトル

1944年12月28日 吉阪の日記より

1944年12月28日 吉阪の日記より

1921年から、スイスで

吉阪隆正の12歳の時、妹よし子と弟昭治とともに

　第１章：出発点

吉阪隆正年譜

吉阪日記

早大卒業時、家族とともに

応召を受け、大陸で

早稲田大学建築学科教室で

国立国会図書館の模型を囲んで

今和次郎と来日したグロピウスを深谷の住居へ案内する

ヴェネチア・ビエンナーレ日本館　外観

ヴェネチア・ビエンナーレ日本館　内観

赤道アフリカ横断

山梨での吉阪

アトリエの仲間、クセナキス

アトリエ風景

アトリエのル・コルビュジエ

1951年8月15日 マルセイユ現場

1951年8月21日 セーヌ河畔にて

持ち運びできる竹と革の椅子　日本デザイン・コミッティーに出品

三徳山三佛寺投入堂をスケッチ

日本生活学会「会津大内宿」

1950年10月6日 パリーからの手紙、日本館自室のスケッチ

セーブル街35番地、ル・コルビュジエのアトリエ

ロンシャンの礼拝堂（フランス）

ロンシャンの礼拝堂（フランス）

ロンシャンの礼拝堂（フランス）

チャンディガール州の議事堂（インド）

チャンディガール州の議事堂（インド）

1952年1月6日 コンコルド広場

ナンジェセル・エ・コリのル・コルビュジエ自邸にて

マルセイユのユニテ・ダビタシオン（フランス）

マルセイユのユニテ・ダビタシオン（フランス）

マルセイユのユニテ・ダビタシオン（フランス）

上野 西洋美術館建設予定の敷地

鎌倉 神奈川県立近代美術館で坂倉準三と

吉阪自邸でのル・コルビュジエ

ル・コルビュジエと吉阪夫妻 カップマルタンにて

ル・コルビュジエがスケッチした石

チャンディガール州の議事堂（インド）

アーメダバードの美術館（インド）

アーメダバードの美術館（インド）

アーメダバードの繊維業会館（インド）

関西から東京への機内のル・コルビュジエ

吉阪富久子

階段上の玄関廻り

取り壊し直前の自邸と庭

窓際に吊るされた世界の鐘

居間の本棚 01　世界中から集められたものが並ぶ

1955年　東京からインドへ発つ ル・コルビュジエ

書棚に屋根を架けた一坪強の書斎

バラックの前、自邸の基礎工事がはじまる

コンクリートの人工土地

吉阪自邸でのル・コルビュジエと吉阪

　第２章：ある住居

模型を囲んでのディスカッション

油土模型にむかう吉阪

自邸庭で哲学する虎と等身大の吉阪

"Knock and it shall be opened unto you" と描かれたアプローチ床

二階ホールでの浦太郎・美輪子夫妻、室内でも靴のまま

居間の本棚 02

自邸の庭 01　朝のラジオ体操

自邸の庭 02　朝のラジオ体操

自邸の庭 03　農村公園の風見、現寸模型のスタディ

模型を囲んでのディスカッション、京都国際会議場の設計競技

　第３章：建築の発想

雨水が落ちる池、噴水横での記念写真

食堂から見るキッチン

和室

吉阪隆正の手形

主寝室

現場 01

現場 02　大竹十一と城内哲彦

竣工時の浦邸

玄関に家族がそろっての記念写真

来客との夕食

早朝の光が屋根上の「光り取り」に射す

コンクリートの住居

内観

階段下の光り取り

玄関の踏台

吉阪が鏡の形をチョークで描いた線は現在も遺されている

二階 玄関ホール

全景

二階 居間

ピロティー

二階にリビングを増築。正面全景

「元気でいってらっしゃい」のスケッチ

猫と鳥と暮らす二階のリビング

斜面にコンクリートが建ち上がる

丸山邸アルバム 01　上棟の祝宴

丸山邸アルバム 02　現場での吉阪

丸山邸アルバム 03　居間の丸山尚一夫妻

丸山邸アルバム 04　玄関と汽車のような居室

丸山邸アルバム 05　南からの外観

【凡例】

・プロジェクト名、資料名、撮影年、サイズ(横×縦mm)、提供元、撮影者の順に記した。
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・本リストは2022年6月1日時点のものであり、会期中の展示物の追加／変更に伴い、出展作品は一部変更になる場合がある。



プロジェクト名 撮影年 サイズ 提供 撮影者

P102 1966年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P103 2011年 483×329 北田英治 北田英治

P104 2011年 483×329 北田英治 北田英治

P105 2013年 483×329 北田英治 北田英治

P106 2013年 483×329 北田英治 北田英治

P107 1998年 329×483 北田英治 北田英治

P108 1950年代 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P109 1950年代 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P110 1950年代 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P111 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P112 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P113 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P114 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P115 1957年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P116 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P117 1995年 515×728 北田英治 北田英治

P118 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P119 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P120 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P121 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P122 1995年 483×329 北田英治 北田英治

P123 1958年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P124 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P125 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P126 1997年 515×728 北田英治 北田英治

P127 1997年 329×483 北田英治 北田英治

P128 1997年 329×483 北田英治 北田英治

P129 1958年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P130 1958年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P131 1994年 515×728 北田英治 北田英治

P132 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P133 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P134 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P135 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P136 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P137 1994年 457×560 北田英治 北田英治

P138 1994年 560×457 北田英治 北田英治

P139 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P140 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P141 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P142 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P143 1962年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P144 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P145 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P146 1956年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P147 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P148 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P149 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P150 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P151 1956年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P152 2014年 329×483 北田英治 北田英治

P153 1997年 329×483 北田英治 北田英治

P154 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P155 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P156 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P157 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P158 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P159 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P160 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P161 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P162 1997年 300×300 北田英治 北田英治

P163 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P164 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P165 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P166 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P167 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P168 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P169 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P170 1995年 778×1055 北田英治 北田英治

P171 1995年 778×1055 北田英治 北田英治

P172 1995年 1774×1267 北田英治 北田英治

P173 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P174 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P175 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P176 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P177 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P178 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P179 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P180 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P181 1995年 300×300 北田英治 北田英治

P182 1980年代 329×483 北田英治 北田英治

P183 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P184 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P185 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P186 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P187 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P188 1959年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P189 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P190 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P191 1959年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P192 1995年 483×329 北田英治 北田英治

P193 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P194 1963年 329×483 アルキテクト 大竹十一

P195 1963年 329×483 アルキテクト 大竹十一

P196 1963年 329×483 アルキテクト 大竹十一

P197 1963年 329×483 アルキテクト 大竹十一

P198 1963年 329×483 アルキテクト 大竹十一

P199 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P200 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P201 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P202 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P203 1968年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P204 1970年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P205 1970年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P206 1970年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P207 1970年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P208 1979年 329×483 アルキテクト 大学セミナー・ハウス

P209 1964年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P210 1963年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P211 1964年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P212 1964年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P213 1964年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P214 1964年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P215 1964年 164×241 アルキテクト Ｕ研究室

P216 1964年 164×241 アルキテクト Ｕ研究室

P217 1967年 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P218 1995～2017年 515×728 北田英治 北田英治

P219 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P220 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P221 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

《コンゴ・レオポルドビル
文化センター計画国際競技設計》

《江津市庁舎》

《アテネ・フランセ》

《天竜川治水記念碑》

《生駒山宇宙科学館》

《箱根国際観光センター競技設計》

《吉阪家之墓》

《南山小学校》

《ヴェネチア・ビエンナーレ日本館》

《日仏会館》

アンデスに当たる夕陽の色からのイメージ

騎士の肖像を象る

模型写真１ FILMコンタクト

模型写真２ 全景

全景

竣工時の二階執務室

5月、躯体が打ち上がり、外壁の空洞レンガブロック積み

上棟式　5月7日快晴、39名と祝う

《三澤邸》

《海星学園》

《呉羽中学校》

《樋口邸》

《大学セミナー・ハウス》

タイトル

まわりの緑の森に対峙する外観

模型写真

傾斜地の敷地

模型写真、FILMコンタクト

斜面に直角に配置した校舎

竣工時の外観

最上階の階段室は屋上へ繋がる

道路からの外観

北側からのアプローチから二階の人工土地へ

円筒の書斎、天井は自力建設の断熱スタイロ

長崎の傾斜地では貴重なグランドを残して建設した

朝礼では中庭を囲む外廊下に生徒が集まる 01

朝礼では中庭を囲む外廊下に生徒が集まる 02

朝礼では中庭を囲む外廊下に生徒が集まる 03

全校生の合唱が響き渡る姿は大劇場にも勝る

木製建具の割付はモデュロール

校舎屋上での吉阪隆正

色彩計画が鮮やかな教室と廊下

竣工時のグランドから見た全景　モデュロールで割り付けた木製建具

タイルが貼られた窓廻りと左は階段室

三層の外廊下は立体演劇の様な景色

５年をかけて１棟ずつ工事を進め、校舎を完成させた

竣工時、水道橋から右にアテネ・フランセと左奥に日仏会館

西側から大地に建つ校舎を見上げる

駿河台の谷側外観

二階のサイン

石州タイルが敷いた床

敷地写真、FILMコンタクト

現場で、石州瓦の窯の材料で壁レリーフを製作

江ノ川にかかる郷川鉄橋と市庁舎

江津駅ホームから遠景

石積みの階段（愛称デンデンムシ） 01

石積みの階段（愛称デンデンムシ） 02

鉄筋を巻いてつくられた把手

6月、開館の日を迎える

出品作家は須田国太郎、脇田和、植木茂、棟方志功、山口長男、山本豊市

吉阪39歳、大竹35歳、ここから生涯のパートナーとして設計活動が始まる

丸子山からの東外観

落成式の準備が進む、南西から市庁舎全景

敷地の測量

4月、一階床スラブのコンクリート型枠が建ち上がる

吉阪と大竹

ピロティー

ピロティーの彫刻台。煉瓦の組み方の表情 02

ピロティーの彫刻台。煉瓦の組み方の表情 03

ジャルディーニ公園の中の日本館

キャノピー柱の裏は階段状につくられ段毎に違う色が塗られていた

天井から下げられた鏡面仕上げの半球体に写る内観

木漏れ日を受ける外観

入口大扉の把手

アプローチから回遊し、橋を渡り内部へ

ピロティーの彫刻台。煉瓦の組み方の表情 01

油土エスキス模型 03

油土エスキス模型 04

地鎮祭、蝶ネクタイの吉阪、大竹と吉阪研究室のメンバー

二階受付前のＦＪタイルの壁

正面全景

アドリア海のラグーナ

現場写真　線路側のホール建設と地下掘削工事

周辺のまちなみの様子

油土エスキス模型 01

油土エスキス模型 02

解体前の見学会

都市に広場をつくる

ホール前の巾木

地下半階のＦＪタイル壁

地下一階のロビー

クスノキの階段手摺

アルミの把手（大竹デザイン）

外観と広場。広場の下にはホールがある

広場からの会議室棟

引手

写真の裏面　大竹十一による記録

エスキスの模型を前にする大竹

油土エスキス模型 01

油土エスキス模型 02

油土エスキス模型 03

吉阪富久子と郭中端

現場で、篠田桃紅と吉阪

コンクリート壁にフランス語の詩を書く篠田桃紅

篠田桃紅、吉阪夫妻、鈴木恂

模型を前に、吉阪研究室と大学院の学生、戸沼、鈴木、沖田

模型写真 03　FILMコンタクト

模型写真 04　FILMコンタクト

東天をさす大樋が象徴の外観

内部は宇宙船や月の世界を展示

壁に開けられた光を採り込む窓

天竜川の渓谷を思わせる南北軸に添った二つの壁

木々が茂り古代の遺跡のような記念碑

南中時に太陽の陽が当たる、紋が刻まれたシンボルの球

模型写真 01　FILMコンタクト

模型写真 02　FILMコンタクト

設計のコンセプトスケッチ

航空写真

「本館」設計を検討した油土模型

敷地は桑畑と茅の生えるハイキングコースであった

現場　地形に打ち込まれた人工土地を支えるコンクリート杭

東天をさす大樋

U研究室の庭で、大樋の模型

模型写真 01

模型写真 02

模型写真 03

講堂前で現場担当の松崎義徳と構造設計の田中彌壽雄

「本館」全景

「大地に楔を打つ」と吉阪が表現した本館

「本館」杉板型枠のディテールが建築の姿をつくる

来館者を迎える「本館」の眼玉

現場　宿泊ユニットの木造の屋根を施工

現場　多摩丘陵の集落からみる、工事中の建築群

現場　本館と宿泊ユニット

現場　本館のコンクリート工事

現場　地形を活かして配置した宿泊ユニットの床スラブ



プロジェクト名 撮影年 サイズ 提供 撮影者

P222 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P223 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P224 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P225 1995～2017年 457×560 北田英治 北田英治

P226 1995～2017年 457×560 北田英治 北田英治

P227 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P228 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P229 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P230 1995～2017年 560×457 北田英治 北田英治

P231 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P232 1995～2017年 457×560 北田英治 北田英治

P233 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P234 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P235 1995～2017年 329×483 北田英治 北田英治

P236 2015年3月 728×1030 北田英治 北田英治

P237 2015年3月 728×1030 北田英治 北田英治

P238 2015年3月 728×1030 北田英治 北田英治

P239 2015年3月 329×483 北田英治 北田英治

P240 2015年7月 329×483 北田英治 北田英治

P241 2015年7月 329×483 北田英治 北田英治

P242 2015年3月 329×483 北田英治 北田英治

P243 2015年7月 329×483 北田英治 北田英治

P244 2015年3月 329×483 北田英治 北田英治

P245 2021年 728×515 北田英治 北田英治

P246 2021年 483×329 北田英治 北田英治

P247 2021年 483×329 北田英治 北田英治

P248 2021年 483×329 北田英治 北田英治

P249 2021年 483×329 北田英治 北田英治

P250 2021年 329×483 北田英治 北田英治

P251 1960年代 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P252 1996年 483×329 北田英治 北田英治

P253 1996年 483×329 北田英治 北田英治

P254 1960年代 483×329 アルキテクト Ｕ研究室

P255 《ニューフサジ》 1995年 483×329 北田英治 北田英治

P256 《大観峰駅》 1995年 329×483 北田英治 北田英治

P257 アフリカ横断 1958年 483×329
早稲田大学建築学教室

本庄アーカイブズ
—

P258 1960年 329×483
早稲田大学建築学教室

本庄アーカイブズ
—

P259 1960年 329×483
早稲田大学建築学教室

本庄アーカイブズ
—

P260 1960年 483×329
早稲田大学建築学教室

本庄アーカイブズ
—

P261 2011年 329×483 北田英治 北田英治

P262 1965年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P263 2016年 483×329 北田英治 北田英治

P264 2016年 483×329 北田英治 北田英治

P265 1977年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P266 1977年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P267 1970年代 148×210 アルキテクト Ｕ研究室

P268 1970年代 148×210 アルキテクト Ｕ研究室

P269 1979年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P270 1979年 329×483 アルキテクト Ｕ研究室

P271 1979年 148×210 アルキテクト Ｕ研究室

P272 1979年 148×210 アルキテクト Ｕ研究室

農村公園

《涸沢ヒュッテ》

《黒沢池ヒュッテ》

《野沢温泉ロッジ》

《大島元町復興計画》

　第４章：山岳・雪氷・建築

　第５章：原始境から文明境へ

　第７章：有形学へ

北米大陸横断

《大学セミナー・ハウス》

「長期館」での元研究室在籍者達

「長期館」外観

「長期館」のダイアグラム

「本館」と谷にかかる「茅橋」

「国際館」屋上絵の月と太陽

タイトル

「本館ブリッジ」のグレージング

「ユニットハウス」のコンクリートの杭

「講堂」の庇

「中央セミナー館」外観

冬期間に積もった雪中から小屋を掘り出す

涸沢ヒュッテの全景とテント群

涸沢カールの中央に建つ「涸沢ヒュッテ」

雪中から掘り出す「小屋開け」、向かいの斜面には雪崩跡

夏の涸沢ヒュッテ屋上テラス

「茅橋」

広場と「ユニットハウス」群

「ぐるぐるつくる大学セミナーハウスワークキャンプ」01

「ぐるぐるつくる大学セミナーハウスワークキャンプ」02

新館の食堂棟「やまゆり」と国際館の屋上

三階

二階 01

二階 02

一階はピロティーだったが現在は食堂

雪崩に飛ばされぬ様、岩を詰め込んだ蛇籠で建物を守る

雪中に在った食堂の天井には霜がついている

穂高連峰を背景にした小屋

右から歴代オーナーの山口孝、小林銀一、小林剛

妙高戸隠連山国立公園に建つ黒沢池ヒュッテ

青森県八戸市高屋敷 03　泣き笑いバックネット
青森県八戸市高屋敷 04　メビウスの遊具と吉阪

青森県三戸町目時 02　日時計のパイプと開かれた手の風見

青森県三戸町目時 03　風見鶏の原寸エスキス

青森県三戸町目時 04　初期案模型

青森県八戸市高屋敷 01　メビウスの輪の遊具

青森県八戸市高屋敷 02　メビウスの輪の部分

伊豆大島

元町大火直後に図面を届けた元町の様子

吉谷神社への参道

ボンエルフ道路

青森県三戸町目時 01　日時計の公園全景

ロープウェイの駅、大観峰駅から黒部平駅、黒部湖、後立山を望む

キリマンジェロ登山中の吉阪

アラスカ・マッキンレー遠征にて 01

アラスカ・マッキンレー遠征にて 02

アラスカ・マッキンレー遠征にて 03

竣工時、雪山の外観

雪が積もらないドングリの様な外観

内観

竣工時、ゲレンデから見下ろす外観

遠景

トップライト見上げ


